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春から教壇に立つ皆さんのお役に立てば・・・ 
                                中道嘉彦 
 3 月に学部あるいは大学院を出て、春から教壇に立つ皆さん、ご卒業（ご修了）おめで
とうございます。晴れて英語教員になられるわけですが、授業を進めていく過程で生徒さ
んから英語に関する基礎的な質問を受けることが多々あると思います。その場で即答でき
ればそれに越したことはありませんが、次回の授業までの宿題に、となることもあるはず
です。そんな時にお役に立てばと考え、英語の「なぜ？」や素朴な疑問とその答えに至る
検索用キーワードのいくつかを順不同で並べてみました。 
＜疑問＞      ＜キーワード＞ 
doubtにはなぜ無音のbがある？   語源的綴字 
emailが動詞にもなるのはなぜ？   ゼロ派生、屈折語尾の消失 
goの過去形はなぜwent?    補充法 
have toはなぜ濁らない？    同化 
a, i, u, e, oの綴字になぜ複数の発音？   大母音推移、短母音と長母音 
MacDonaldのMac-に意味がある？   父称 
machineのchはなぜ[ʃ]？    フランス語入語 
nightのghはなぜ発音しない？  音変化（中英語から近代英語にかけて） 
northの形容詞northernはなぜ濁る？  有声化、連濁 
oftenの tはなぜ発音したりしなかったりする？ 綴字発音 
[s]と[θ]を区別するコツは？    摩擦音、歯擦音 
toothの複数形はなぜ teeth？   ウムラウト複数、i母音変異  
showに過去分詞が２つあるのはなぜ？  規則動詞と不規則動詞 
talkの lはなぜ発音しない？    暗い l、lの母音化 
Williamの愛称はなぜBillに？   短縮、両唇音 
 学部には1981年着任、院は2010年から教え始めました。私も2018年3月をもって麗
澤大学を卒業します。その間、同僚の皆さんや学生さんから多くのことを学びましたし、
職員の皆さんには何から何まで助けられました。心より感謝申し上げます。専任としては
「卒業」ですが、しばらく学部と大学院で科目を担当しますので、今後ともよろしくお願
いいたします。 
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